
は じ め に

小学校の教員になるためには、小学校教諭免許状を取得する必要があるが、
小学校は中学校や高等学校とは異なり、国語、算数、理科、社会、音楽、図工、
体育、家庭など多くの教科を一人で教えなければならない。そのため、小学校
教員志望の学生は、大学でさまざまな教科指導科目を履修し、これらの教科を
広く浅く学ぶことになる。中学校や高等学校教員志望の学生が、一つの教科を
専門として深く学んでいくのとは、この点で異なる。

著者が勤務する大学においても、「小学校（初等）理科教育法」の 2 単位の
みが必修で、「初等理科」は教科に関する専門科目として選択科目となってお
り、大学生活 4 年間のうち、理科の科目は「小学校理科教育法」の最低 2 単
位（15 回の講義＋試験）だけで、将来小学校教員として理科の授業を行うこと
ができる。この科目は、100 名程度の受講生がいるので、当然、観察や実験な
どを行うことは不可能であり、残念ながら講義形式を取らざるを得ない。した
がって結果として、教員養成大学でありながら、理科を専攻している学生以外
は、大学で試験管や顕微鏡を一度も触らずに卒業し、小学校の理科室で理科の
実験指導を行っているのが現状である。

このことは、そもそも大学の教職課程のカリキュラムで、小学校理科教育法
などの教科指導科目を最低 2 単位履修すれば要件を満たしてしまう、「教育職
員免許法」上の制度に無理があることを意味している。忌々しいことではある
が、最近では、児童・生徒の理科嫌いや理科離れどころか、小学校教員の理科
嫌いや理科離れを指摘する理科教育関連の論文も見受けられるようになってき
た。小学校教諭免許状を取得するために、小学校教員志望の学生は、全ての教
科指導科目を「広く浅く」学習することになるが、これでは小学校教師が理科
の指導に自信が持てず、理科嫌いになるのも無理はない。これは免許制度のシ
ステムであり、ここで議論してもどうにもならないことではあるが、理科教育
を担当する大学教員、更に言えば教員免許制度に直接携わる教育行政の関係者
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が改変すべき大きな課題であろう。
また一方では、最近、学習指導案の書き方や板書方法、発問の仕方、模擬授

業など、実際に学校の教室で行われているような、いわゆる「実践的」と言わ
れる内容を教科指導法で教授する傾向が強いが、学生はそもそも理科という教
科の内容をきちんと理解せずに、このような小手先の教育技術を学んだところ
でほとんど効果はない。まして、教育技術などというものは、一朝一夕で習得
できるほど甘くはなく、教師になってから研修を重ね一生かけて体得するもの
であり、むしろ学生時代は理論的な学習をしっかりと行うべきで、授業技術な
どは教師になってからやれば良いのである。最近、世の中では何事もすぐに成
果を求めたがるようであるが、教師教育は短期的な成果主義とは最も縁遠い分
野なはずである。そういった意味で、学生諸君は、まずは理科という教科の知
識をきちんと理解するとともに、理科学習の最大の特徴である観察と実験、そ
して観察・実験を支える理科の教材・教具について頭だけではなく、体験とし
て理解することが何より重要である。

ところで、公立小学校の教員になるためには、各都道府県が実施する教員採
用候補者選考検査（教員採用試験）に合格しなければならない。教員採用試験
では、小学校全科として、理科の内容に関する問題も出題される。昨今では、
試験において理科の実験指導について問われることもある。こうしたことか
ら、たとえ小学校の一教科に過ぎない理科であっても、疎かにはできない。

以上のような現状を踏まえると、大学においては、受講人数の制約から観
察や実験を行うことが極めて困難な状況ではあるが、2 単位という限られた時
間の中で、できる限り将来の観察や実験指導に役に立つような講義を展開する
必要がある。そこで、学習指導要領の流れに沿って、観察や実験の教材や器具
の写真などをふんだんに取り入れ、小学校理科の内容の基礎知識の習得ととも
に、教員採用試験の学習にもつながるような演習問題も盛り込み、少しでも小
学校教員志望の学生諸君の一助になるようにと構成したのが本書である。

本書は、文部科学省の小学校学習指導要領と解説理科編をもとにして、大学
における小学校理科教育法の講義の一助として、どこからでも学べるようにテ
キスト形式で解説したものである。まず、第 1 章では、改訂された学習指導要



領について概説し、改訂の経緯や趣旨、改善の基本方針や具体的事項について
キーワードとなるような語句を括弧書き（　　　）で示し、何度も繰り返し読
み返すことで理解の定着を図れるよう穴埋め形式とした。第 2 ～ 5 章では、第
3 ～ 6 学年の各内容について、最初に「解説 ─ 指導の要点と基礎知識 ─ 」と
してポイントをまとめ、「使用する教材」では授業で実際に使用すべき教材を
示した。「＋α（プラスあるふぁ）」では、やや発展的な内容や関連事項、また
小学校の授業では扱わないが教員採用試験などではよく出題される重要な内容
などをまとめた。さらに「指導の概略　授業の流れ」では、単元の大まかな授
業の進め方を示し、各学年の章末には「基礎知識の確認問題」を一問一答式で
取り上げたので活用してほしい。

このように本書は、将来、小学校教員を目指す向学の学生諸君を対象として
いるが、大学生はもちろん、小学校の教科教育法「理科」に該当する科目を担
当されている大学教員、また小学校現場の先生方にもお役に立てるものと考え
ている。

なお、本書に掲載されたイラストの多くは、木内真由美さんの手によるもの
である。感謝の意を表す次第である。

2022 年　春

安 藤 秀 俊

は じ め に　���
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